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1 . 研究の目的








































































































































課題設定 1i'報収集 整理 ・分析
「ぽくの関心事」 地球環楼や，エネルギ 集めた貸料
と 「地球上の問題」 一，貧困問題について， から， 今地
について比べるこ 感立的に知っている事 球が抱える


































































：ま い： 先生，ノートは算数ノー トですか？
, CHANGEノートですか？ ， ---------------------------------------_, 
単元導入の段階に関わる CHANGEの学習で「みんな
がもっと資料の読み方に自信がもてるよう，算数科で
資料の調べ方について学んでいこう。」 と話していt¼
また，第6時で統計処理とその考察についての学習は
ここまでだよという話もしていt¼ それらの話から，
第 7時が算数科なのか CHANGEなのかが迷ったことが
伺える。教科横断的に取り組むことで探究的な学びを
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ま い ：私はCO2を増やさないためについて考
えま したきっかけは今地球温卿ヒが
進んでいることです。その原因として
考えられるのが CO2です。今，一人当
たりの排出量の世界平均は4.4tです。
半分以下にするには，2.2tにしなけれ
ばなりません。でも，これはあくまで
世界平均で， 日本の一人当たりの排出
量は9tです。なので，2.2tまでには
75%も減らさなければなりません。これ
からの世界の平均気温は2030年までに
1. 5℃も上昇すると予測されています。
世界各国がCO2を減らす取り組みをし
ています。私たちも CO2を削減する取
り組みが必要だと思います。
------------------------------
下線は，第7時の学習課題について考える上で， 1 
つの指標となるデータであり ，問題解決の助けとなる
と考えていた。しかし，まいが一度読んだだけではす
べての子どもに共有されることもなく，板書に残した
わけでもないので，まいの考えをもとに考えようとす
る姿はあまり見られなかっt¼
― 53 ―
まいの話の後用意していた資料を提示し， 15分個
人探究の時間をとったが，ほとんどの子どもが「どの
国」にも 「どれくらい」にも行き着くことができず，
明確な問題意識ももてないまま，身に付けた統計処理
の技法を使って，ドットプロットやグラフに表そうと
する姿がみられた（図4)。
図4 それぞれの方法で統計処理をする
そのような中ではあったが， 自分なりに考察したこ
とを話す姿も見られt½
まさき ：多いところが減らせばいいって言って
いるんだけど...。オース トラ リアって
人口が少ないのは知ってる？だから，
できるだけ人口が多くてCO2排出量が
多い国が先に減らした方がいいと思う
のだけれど。
'---------------------------------------
まさきは与えられた資料にはない総人口に着目し，
一人当たりの排出蘊が世界で一番多いオーストラリア
が減らせばいいというの心堂うと考えた。これは，学
習指導要領にも示されている統計資料を批判的に考察
している姿であり，本単元で目指したい子どもの姿で
あった3
また，アジアと世界として分けた 15カ国ずつをま
とめて 30カ国とし，それらを合わせてドットプロッ
トに表したたけしは個人探究の時から「この資料から，
どこかどれくらい減らせばいいなんて分かる？」とつ
ぶやいていた。そして次のように話した（図5)。
たけし：ドットプロットのそれぞれの国に，ア
ジアとかアフリカとかヨーロッパとか
書いたのよ。そうすると一人当たりの
排出量が少ないのはアジアとかアフリ
力がほとんどなんだけれど，多い方を
みれば， ヨーロ ッパとか北米とかだっ
たのよ。でも，排出量の高いところっ
て北の国とが寒いところが多いから，
暖房とかの電気の消費でCO2排出量が
多くなっているだけかも しれないから
多いところが減らせばいいというの
も，状況によって変わると思う。
し—------------------ - -------------------
図5 資料を批判的に考察する
たけしは，アジアと世界として分類した資料を地域
毎に整理し直している。これは， 目的に応じて資料を
作ることであり，身に付けていきたい力である。さら
にその上で「この資料だけではどの国がどのくらい
減らせばいいのかは判断できない。」 と結論付けている。
これは，まさき同様資料を批判的に考察している姿
と言えるだろう。
5. 成果と課題
教科横断的なカリキュラム ・デザインが，PPDACサ
イクルによる統計的問題解決を探究的な学びを実現さ
せると考え取り組んだ実践から見えてきた成果と課題
を挙げる。
オーセンティックな学びを実現する CHANGEの学
習から算数科「資料の調べ方lの単元を構成した
ことで，教科横断的に探究する姿がみられた。
学習したことを教科内に止まらず，多様な見方 ・
考え方を働かせて資料を批判的に考察する姿が見
られた。
PPDACによる続計的な問題解決のよさを味合わせ
るまでには至らなかった3
CHANGEで扱う問題の焦点化が弱かったため，算数
科としての問題解決も曖昧なものとなった。
これらの課題を踏まえて，今後も教科閲痴的に都取
り組むPPDACによる統計的な問題解決のあり方を探っ
ていく。
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